
舟遊プラン＋SUNQパス「九州縦断旅」 

（旅のコメント） 
九州には何度も訪れており、フェリーでの旅も数え切れないほどしてきたけれど、 
今回のモニターツアーではさんふらわあ舟遊プランと九州バス乗り放題の「SUNQパス」を駆使して、 
鹿児島・熊本・大分のまだ行けていない場所を周ることにしました。 

【2017年９月 兵庫県在住 M様】 

（フェリーさんふらわあの旅1日目） 
往路は大阪南港よりさんふらわあさつまに乗船し、一路志布志港へ。 
この航路は初めてでしたが、ファーストシングルルームは６畳と広く、 
ポットやお茶セット、浴衣、タオルに歯ブラシも備え付けてあり、窓もあってすごく開放的！ 
コンセントも枕元のほか、３個もあって便利です！ 
 
出港後は展望浴場に入ってさっぱりしたら、食事はもちろんレストランでバイキングをいただきます。 
１，５４０円で色んな料理がいただけるだけでなく、 
自販機で缶ビールなども買って飲むことが出来るのでとてもリーズナブルで使いやすいです。 
デザートも種類がたくさんあるのもうれしいサービス♪ついつい食べ過ぎました。 
 
食事の後は甲板に出て夜景を見たり、お土産をチェックしたりして過ごしました。 
 
部屋に戻ったら広いベッドでゆったり就寝です。 
 
夜行バスと違ってまっすぐ寝られるのがうれしい！ 
本当に動くホテルだなあと思いました。 
テレビはＢＳも見られるので沖に出ても大丈夫。 
 
Wi-fiはソフトバンク以外は有料(450円)ですが、 
スマホは２３時ごろまではWifiなしでも室内で使えたので特に不自由はしなかったです。 
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（フェリーさんふらわあの旅２日目） 
太平洋航路でも大して揺れることはなかったものの、大雨のため少し遅れて９時５分志布志港に到着。 
 
鹿児島市内に直通のバスが接続していて、なんと今なら１，８５０円が無料！ 
 
このバスに乗ってまずは鹿児島中央駅へ。 
 
フェリーが遅れたためバスの到着も１０分ほど遅れて着いたので知覧方面へのバスに１本乗り遅れてしまいましたが、 
 
それならばと駅近のとんかつの名店「川久」へ。 
 
平日にも関わらず開店前から行列が出来ていました。 
 
 
私はヒレカツ定食を注文。 
 
前の人は豪勢に黒豚ロースかつ定食を食べていましたが、 
私にはヒレカツがあっさりしていて量的にもちょうどよく、大変美味しかったです。 
 
 
 
 
 
食後まだ時間があったのでかるかんで有名な蒸気屋に入ったら、 
かるかんとお茶をお接待いただきラッキー♪ 
 
もちろん旅のおやつにかるかんを買いましたよ！ 
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そうして１２時４７分発特攻観音入口行きの路線バスに乗ります。 
 
こちらはSUNQパスで無料です。 
 
特攻観音入口には１４時７分着。 
「永遠の０」を見てからずっと来てみたかった特攻平和記念館を見学しました。 
ゼロ戦が屋外展示されている公園を通って記念館へ。 
展示室は特攻隊で亡くなった全ての方の写真が壁一面に並べられ、その下には遺書や家族への手紙が展示されていました。 
思っていた以上の数の特攻隊員に驚くとともに、軍用食堂で働いていたトメさんの証言ＶＴＲを見て涙が止まりませんでした。 
戦争とは悲惨で、決して繰り返してはならないと改めて感じました。 
 
旅の記念に知覧茶を購入し、再び特攻観音入口からバスに乗り指宿駅に１７時３０分到着。 
 
池田湖観光や開門岳登山はしていたものの天然の砂むし温泉は未経験だったので楽しみです！ 
 
今日は素泊まりのため、 
 
明日の朝食用に駅から徒歩２分の「ブーランジェリー・ガルデ」さんで美味しそうなパンを購入し、 
 
宿に行く途中にある和菓子屋さん「鳥越屋」で指宿名産のそら豆を使ったそら豆どらやきを明日の道中のおやつに購入しました♪ 
 
 
                   今夜は「砂むし会館砂楽」にほど近い「湯治宿元屋」さんにチェックイン。 
                   ここを選んだ理由は便利の良さと、 
                   個室でウォッシュレットトイレやキッチンも付いていて温泉も２４時間入れるのに 
                   １泊２，８００円というお値段！ 
   
                   食事は湯治宿なので自炊になりますが、 
                   元々夜は地元の居酒屋さんで食べる予定だったので好都合です。 
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さっそく「砂むし会館砂楽」に Let’s  go!  
 
１，０８０円を支払うと浴衣を貸し出してくれるので、それに着替えて外に出ます。 
 
海岸に屋根つきの砂場があり、持参したタオルを頭に巻いて寝転がると砂を上にかけてくれます。 
 
別府でも砂むしをやったことがあったけど、 
 
そうそう、 
ご飯食べてからだと砂が重くて気分が悪くなることもあるから食べないでっ！という注意事項があったなあと思い出しました。（笑） 
 
すっかり砂に埋まったら自分では体を動かせないので、 
砂かけさんが持ってきたスマホやカメラで写真を撮ってくれるうれしいサービスも。 
しかし、とても人様に見せられる姿ではありません・・・。 
 
じわじわと１５分ほど砂むしを満喫したら、内湯でさっぱり汗を流して、指宿の地の物をいただきに近くの「居酒屋ＴＡＭＡ」さんへ。 
 
ここではタカエビのお刺身や焼きいかなご、メヒカリのから揚げなど旬のものをたくさんいただきましたよ。 
 
さらに２軒目には元湯温泉の目の前にある「ゆのはまバル」へ。 
 
前に宝塚に住んでいたという女主人とアルバイトのお兄さんとの会話を楽しみつつ、 
 
オリジナルカクテル「青のゆのはまハイボール」や、 
阿久根レモンを使ったカクテルをいただき夜も更けていきました。 
 
 
 
 
 
                                        芋焼酎といかなご     ゆのはまハイボール 
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（フェリーさんふらわあの旅３日目） 
翌朝５時５５分指宿駅前発のバスに乗って、まずは鹿児島空港へ。 
そこから熊本行きの高速バスに乗り換えて、熊本交通センター前で下車し、さらに路線バスで山鹿温泉へ行く予定です。 
バスの乗り継ぎは、 
「九州のバス時刻表 http://qbus.jp/time/ 」サイトが 
路線バスも簡単に検索できてとても便利。 
 
しかしここでもバスが２０分遅れて路線バスに１本遅れてしまいました！ 
 
バスの乗り継ぎ時間は３０分は見ておいたほうがよさそうです。 
 
でも１３時には熊本の秘湯、山鹿温泉に到着です。 
 
ここまですべてSUNQパスで乗車Ｏ．Ｋで大活躍です！ 
 
温泉プラザバス停前に「さくら湯」と観光案内所があります。 
観光案内所でいらない荷物を預けたら、電動自転車をわずか５４０円で借りて装飾古墳館に行ってきます！ 
 
電動自転車は初体験でしたが、坂道もらっくらく♪２０分ほどで到着しました。 
途中の田園風景もいい感じ。 
装飾古墳館は安藤忠雄さんが設計した建物で、外にはたくさんの古墳があり、 
また中では有名な装飾古墳を再現した部屋もあります。 
見れば見るほどモダンな文様で、奈良の高松塚古墳とはまったく違って興味深かったです。 
 
山鹿温泉に戻ったら豊後街道にある酒蔵「千代の園」さんに立ち寄り、 
秋のひやおろしや熊本の古来の調味料「赤酒」を購入しました。 
 
また、せっかくなので「さくら湯」で日帰り入浴をすることに。 
 
たったの３００円なのに、こんな極上のトロットロ美人湯を堪能できるとはっ？！ 
今度は泊まってみたいと思うほど良い温泉でした。 

彼岸花と稲穂 

装飾古墳館のチブサン古墳は鮮やか！ 

さくら湯はバス停目の前で便利 

千代の園酒造にて。試飲もできます。 
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熊本市内にバスで戻ると、夕食は熊本ラーメンに決定！ 
 
花畑町にある「よしとも」さんで辛みそ豚骨らーめんをいただきましたが、 
本場の豚骨ラーメンはまったく臭くなく、あっさりしていてとても食べやすかったです。 
 
本日の宿は洗馬橋にあるちょっと変わった女性専用ゲストハウス「染物と宿の中島屋」にチェックイン。 
 
こちらも１泊２，８００円で、熊本交通センターより徒歩７分と交通至便なうえ、 
屋上に上がると熊本城も見えるという素敵なゲストハウスです。 
 
元は料理屋さんだった建物だそうで、造りもとっても豪華でした。 
 
お布団も極厚マットレスでふかふかだしどこもピカピカで、一人旅女性にお勧めです。 
 
 
 
（フェリーさんふらわあの旅４日目） 
最終日は九州横断バスで熊本交通センターから黒川温泉に向かいました。 
 
黒川温泉へ行く公共交通機関はとても少なく、九州横断バスはとても便利。 
８時１６分熊本交通センター発、途中阿蘇駅での休憩を挟んで１１時前に黒川温泉に到着しました。 
 
まずは限定１０食の赤牛重を食べに「わろく屋」さんへ。 
１，９８０円と奮発した赤牛重は、 
さっぱりした赤身肉にニンニクの利いたタレも合っていてとっても美味しかった！ 
 
 
お腹を満たしたら次は温泉です。 
 

ホテル内部はかなり豪華 
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まずは中心から少し離れたところにある緑豊かな「黒川荘」の露天風呂を堪能しました。 
 
お湯は熱すぎないのに芯まで温まってぽかぽかに。 
靴をサンダルに履き替えてゆっくり町の中心に戻ると、 
甘い香りにつられて入ったのは「パティスリー麓」さん。 
 
阿蘇のジャージー牛乳を使った塩こうじシュークリームをベンチに座っていただきました。 
 
帰りのバスにはまだ時間があったので、「いこい旅館」さんの露天風呂も入ることに。 
 
ここは立ち湯や滝見風呂という変わったお風呂があり面白いかったです。 
 
外に出ると温泉卵が１個５０円で売られてたり、ベンチでゆっくり涼むこともできるなど、いい感じでしたよ。 
私は２つしか入らなかったので使いませんでしたが、３箇所を１３００円で周れる入湯手形もあって、湯めぐりに最高です。 
 
そうして１５時過ぎの九州横断バスに乗って別府駅前に着いたら、 
ここだけ電車代２３０円を払って西大分駅へ。 
 
駅前から徒歩１０分ほどでフェリー乗り場なのですが、 
駅前になにやら新しくおしゃれなお店が出来ていたので入ったみると 
スペシャルティコーヒーのお店「3 CEDARS COFFEE」さんでした。 
いくつか試飲をさせていただき、ケニア産のコーヒー豆を記念に購入して、船へ。 
 
大分－神戸航路は何度も利用していましたが、個室シングルは初めて。 
志布志航路のファーストシングルに比べると広さは半分ほどですが、 
代わりに洗面台が付いてます。 
夜はピアノとバイオリンのコンサートが開かれ、 
プロムナードは大盛り上がりでした。いよいよこの旅も終わりです。 
 

温泉の後はいこい旅館の外で
まったり 
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☆今回の行程☆ 
 
1日目 大阪南港へ！ さんふらわあ乗船 船旅満喫☆ 
2日目 志布志港到着～（さんふらわあライナー）鹿児島中央駅、知覧、指宿温泉 泊 
3日目 指宿温泉～鹿児島空港経由熊本～山鹿温泉へ 熊本市内 泊 
4日目 黒川温泉 別府駅～JRで西大分駅～大分港 
5日目 神戸港着、そのままお仕事へ。 
 
 
 
 
 
 
☆今回の行程でおすすめ「船に泊まろう 舟遊徒歩プラン＋SUNQパス全九州3日間」。 
最安値18,280円～楽しめる船旅です。 

（フェリーさんふらわあの旅５日目） 
翌朝は起きたら準備を済ませて朝食を船内レストランでいただきました。 
今回はそのまま仕事に行くので、船内で朝食が食べられるのはとても便利です。 
６時前に食後のコーヒーを飲んでいると、窓からきれいな日の出を拝むことが出来ました。 
船旅ならではです。定刻の６時３５分に神戸港に到着し、全ての旅程を終了！ 
ゆっくりベッドに横になって寝ることが出来たので疲れもなく、そのまま仕事に出てもまったく辛くなかったです。 
    
バスは合計１４，９５０円のところ、３日間乗り放題パスで１０，０００円でしたので元は十分取れたと思います。 
（本来なら志布志－鹿児島中央駅まで１，８５０円かかるので、それをいれると６，８００円もおトク！） 
初めてづくしの旅でしたが、３つの温泉に地元の美味しい物に観光に、 
そして船・バスの旅を満喫しました。ありがとうございました！ 
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